
新たな観光名所が続々誕生
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9
5
8
年         

（
昭
和
33
年
）

6
月
20
日

東
洋
一
の〝
白
鳥
の
湖
〞と
な
る
常盤池で盛大な〝白鳥〟放養式

色とりどりのリボンを首に

盛大に開園式行う
常 盤 遊 園 地 め で た く 誕 生
よい子の夢の楽園

常
盤
遊
園
地
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

1960年（昭和35年）7月18日

熱
帯
樹
そ
よ
ぐ
し
ず
か
な
憩
い
の
場

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
ビ
ン
ロ
ウ
樹
に
囲
ま
る

種々さまざまの４０００本

常盤公園のサボテン園
出来上がる

　

常
盤
池
で
白
鳥
放
養

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

赤
や
青
、
緑
の
リ
ボ
ン

を
つ
け
た
20
羽
の
白
鳥

が
市
中
パ
レ
ー
ド
を
経

て
湖
畔
に
到
着
。
約
５

０
０
０
人
の
市
民
が
歓

迎
し
た
。
不
在
の
三
隅

市
長
に
代
わ
り
星
出
助

役
が
あ
い
さ
つ
し
、「
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て

常
盤
公
園
を
立
派
に
整

備
し
た
い
」
と
語
っ

た
。
浜
野
副
議
長
や
国

吉
信
義
翁
も
、
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
開
通
を
見

据
え
「
東
洋
一
の
白
鳥

の
湖
を
目
指
す
」
と
夢

を
語
っ
た
。
国
立
公
園

審
議
会
の
折
下
吉
延
委

員
長
は
「
理
想
の
実
現

に
は
10
年
か
か
る
が
、

美
し
い
公
園
を
も
り
た

て
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
白

鳥
２
羽
が
湖
上
に
運
ば

れ
、
星
出
助
役
の
手
で

放
た
れ
る
と
、
観
衆
は

そ
の
優
雅
な
泳
ぎ
に
見

入
っ
た
。
こ
う
し
て
常

盤
公
園
に
新
た
な
観
光

名
所
が
誕
生
し
た
。

　

白
鳥
五
十
数
羽
を
放

養
し
て
一
躍
有
名
に

な
っ
た
高
台
の
常
盤
公

園
に
、
よ
い
子
の
楽
園

「
常
盤
遊
園
地
」
が
で

き
た
。
飛
行
塔
、
チ
ェ

ア
タ
ワ
ー
、ジ
ャ
イ
ロ
、

観
覧
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
、
子
供
自
動
車
、

木
馬
バ
ン
ビ
の
他
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
子

供
ボ
ー
リ
ン
グ
、
鬼
の

へ
そ
抜
き
鬼
泣
か
せ
、

ス
テ
レ
オ
、
八
ミ
リ
シ

ネ
マ
室
な
ど
が
備
わ
っ

た
室
内
遊
戯
場
と
、
ま

ず
近
郊
で
は
見
ら
れ
な

い
内
容
を
盛
っ
た
遊
器

具
が
所
せ
ま
し
と
並
ん

で
、
人
気
を
集
め
る
。

入
園
料
は
無
料
だ
が
、

遊
器
具
使
用
料
は
１
回

10
円
。
家
族
連
れ
で
十

分
楽
し
め
る
施
設
が

や
っ
と
で
き
あ
が
っ

た
。
第
二
期
以
降
の
工

事
を
続
け
完
成
す
る
の

は
い
つ
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
と
に
か
く

す
ば
ら
し
い
遊
園
地
に

仕
立
て
る
算
段
ら
し

い
。
ウ
エ
ー
ブ
コ
ー
ス

タ
ー
、
ウ
オ
ー
タ
ー

シ
ュ
ー
ト
、メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
、
宙
返
り
飛
行

機
、
ド
ラ
イ
ブ
カ
ー
、

高
速
度
空
中
電
車
、
迷

路
、
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど

は
ま
だ
で
き
な
い
。
し

か
し
、
図
の
よ
う
な
今

度
の
分
だ
け
で
も
夢
の

楽
園
。
こ
の
遊
園
地
の

完
成
で
人
波
は
ぐ
ん
と

増
え
そ
う
。
む
ろ
ん
、

白
鳥
の
放
養
、
遊

園
地
の
建
設
は
手

始
め
。
市
民
が
引

く
記
念
の
鈴
割
り

も
行
う
。
な
ん
に

し
て
も
め
で
た
い

か
ぎ
り
だ
。

に
ぎ
わ
う
当
時
の
様
子

1
9
５
７
年（
昭
和
３２
年
）

７
月
９
日

1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
）4
月
2
日

1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）

4
月
21
日

　

こ
ど
も
た
ち
待
望
の
と
き
わ
遊
園
地
〝
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
〞
が
始
動
。
市
で
は
そ
の
試
乗
を
行
っ
た
。
こ
の
コ
ー

ス
タ
ー
は
軌
条
距
離
４
０
０
㍍
、
ス
ピ
ー
ド
は
最
高
50
㌔
く

ら
い
の
速
さ
と
な
り
、
６
人
乗
り
４
両
が
走
る
も
の
で
、
軌

条
カ
ー
ブ
の
最
高
８
㍍
70
、勾
配
24
度
ぐ
ら
い
の
傾
斜
が
４
、

５
カ
所
あ
り
試
乗
会
で
も
乗
る
人
々
の
表
情
も
強
張
っ
て
い

た
が
、
２
分
20
秒
の
軌
条
を
走
っ
て
帰
着
し
た
時
は
思
わ
ず

に
っ
こ
り
。
胸
の
す
く
ス
リ
ル
を
十
分
味
わ
っ
た
。
こ
の
総

工
費
は
９
５
０
万
円
。
入
場
料
は
大
人
40
円
、子
ど
も
20
円
。

常盤池畔の渡辺熱帯植物園

　

〝
観
光
宇
部
〞
の
一

環
と
し
て
、
市
が
風
光

明
媚
な
常
盤
池
西
南
方

一
帯
の
３
万
３
０
０
０

平
方
㍍
を
利
用
し
て
構

想
す
る
大
熱
帯
動
植
物

園
の
内
、
離
れ
小
島
の

「
新
宮
」
を
中

心
と
す
る
１
万

６
０
０
０
平
方

㍍
に
先
に
故
渡

辺
剛
二
氏
の
遺

族
か
ら
市
へ
寄

贈
さ
れ
た
資
金

１
０
０
万
円
で

「
渡
辺
熱
帯
植

物
園
」
の
建
設

中
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
ほ
ど

立
派
に
出
来
上

が
っ
た
。
青
い

湖
面
か
ら
吹
く

春
風
に
数
百
本

の
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
や
ビ
ン
ロ
ウ

樹
が
そ
よ
ぎ
、
群
れ
遊

ぶ
白
鳥
の
展
望
な
ど
、

親
子
連
れ
で
静
か
に
憩

え
る
施
設
が
訪
れ
る

人
々
を
喜
ば
せ
て
い

る
。

　

市
は
か
ね
て
星
出
市

長
は
じ
め
公
園
緑
地
課

関
係
者
の
間
で
常
盤
公

園
の
白
鳥
、
遊
覧
施
設

と
は
別
に
、
同
公
園
を

訪
れ
る
人
が
、
誰
で
も

親
子
連
れ
で
、
静
か
に

弁
当
を
食
べ
、
楽
し
く

憩
え
る
場
所
を
作
り
た

い
と
考
慮
し
、
熱
帯
動

植
物
園
の
構
想
を
た

て
、
昨
年
か
ら
着
工
し

て
い
た
。

　

完
成
し
た
植
物
園

は
、
常
盤
池
に
沿
っ
て

真
っ
白
い
パ
ー
ゴ
ラ（
休

憩
所
）
が
作
ら
れ
、
こ

の
中
央
広
場
を
中
心
に

東
西
と
中
央
の
３
カ
所

に
幅
２
㍍
の
遊
歩
道
が

付
け
ら
れ
、
こ
れ
を
め

ぐ
っ
て
南
国
調
豊
か
な

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
も
高
さ

２
㍍
程
度
の
も
の
が
す

で
に
数
百
本
を
植
樹
、

ま
た
ビ
ン
ロ
ウ
樹
も
約

50
本
、
こ
の
間
に
ツ
ツ

ジ
５
０
０
本
、
遊
歩
道

の
両
側
に
は
ナ
デ
シ

コ
、
パ
ン
ジ
ー
、
ヒ
ナ

ギ
ク
な
ど
が
美
し
く
植

え
こ
ま
れ
、
そ
の
間
は

芝
生
で
整
備
さ
れ
る
。

広
場
に
は
夜
間
照
明
用

の
水
銀
灯
や
飲
用
水
な

ど
も
設
置
さ
れ
た
。
さ

ら
に
各
種
の
樹
木
も
植

樹
さ
れ
る
予
定
で
、
そ

の
あ
か
つ
き
に
は
宮
崎

県
に
あ
る「
子
供
の
国
」

と
同
じ
よ
う
な
熱
帯
樹

ば
か
り
に
よ
る
一
地
域

が
実
現
、熱
帯
樹
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
が
で
き
る
わ
け

で
市
が
計
画
す
る
常
盤

の
大
熱
帯
動
植
物
園
の

前
庭
を
飾
る
休
憩
地
が

出
来
上
が
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

　〝観光常盤〟の名物
にしようと計画が進め
られていたサボテンセ
ンターは、さきに公園
入口に立派な温室が出
来上がったが、引き続
いてサボテン博士で知
られる伊藤芳夫氏の構
想で、その南側に82平
方㍍の岩組みによる
ロックガーデンが出来
上がった。

　植えられたサボテンは約4000本。種類はオプンチヤ・オプンチア（這
うちわサボテン）やオプンチア・エンゲルマニア（天人うちわサボテ
ン）など。総作業費を見積もると40万円。来年には温室北側99平方㍍
にもロックガーデンを作る構想がたてられている。
　このロックガーデンは砂山に岩石を各所に配してその中に点々と大
小のサボテンが林立し、今は小さいが、これが生長すれば一偉観を呈
するだけに、行楽客の目を楽しませている。

　〝観光常盤〟の名物
にしようと計画が進め
られていたサボテンセ
ンターは、さきに公園
入口に立派な温室が出
来上がったが、引き続
いてサボテン博士で知
られる伊藤芳夫氏の構
想で、その南側に82平
方㍍の岩組みによる
ロックガーデンが出来
上がった。

　植えられたサボテンは約4000本。種類はオプンチヤ・オプンチア（這
うちわサボテン）やオプンチア・エンゲルマニア（天人うちわサボテ
ン）など。総作業費を見積もると40万円。来年には温室北側99平方㍍
にもロックガーデンを作る構想がたてられている。
　このロックガーデンは砂山に岩石を各所に配してその中に点々と大
小のサボテンが林立し、今は小さいが、これが生長すれば一偉観を呈
するだけに、行楽客の目を楽しませている。

その2
1957年（昭和32年）7月9日
1960年（昭和35年）7月18日
※古い新聞記事は現代の文体に合わせて再編集しております。

あらかじめご了承ください。
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当時の
新聞記事で振り返る


